
       

   

暦の上では春は立ちながら，まだまだ厳しい寒さが続いておりますが皆様いかがお過ごしでし

ょうか．さて今回の JSME-dia は東京電機大学理工学部鳩山キャンパス及び，電子・機械工学

系機械システムコースの 5 研究室の研究内容についての紹介をさせていただきます． 

 

【東京電機大学理工学部鳩山キャンパス】 

本キャンパスは，埼玉の比企郡鳩山町に存在し，池袋が始発の東武東上線の高坂駅が 寄

駅となっています．東武東上線は 2013 年より東急東横線との相互直通運転を開始し，交通

の利便性が向上しました． 寄駅からはスクールバスが出ており，駅から 10 分の距離に本キ

ャンパスは存在しています．本学の敷地内には学内外に設備・装置を提供する埼玉共同利用

施設が併設されており，加工設備としてマシニングセンタ・NC 旋盤が設置され，3 次元

CAD・精密計測装置・ワイヤ放電加工機もあり，様々な設計・加工が可能となっています． 

   
図 1 鳩山キャンパス本館(外観図)   図 2 埼玉共同施設加工室 

【熱流体関連振動研究室】 

熱流体関連振動研究室では，流体中もしくは流体から

生じる波動現象の解析と有効利用を目的とした研究を行

っています．その一例として「内燃機関の排気系に関する

研究」を紹介します．例年，自動車の排気ガスによる大気

汚染が問題視され，その解決法に排気系に触媒を設置する

方策がとられてきました．触媒とは化学変化を利用した浄

化装置のことで，種類ごとに適正温度があり，冷間始動時

において適正温度に達しない問題点があります．そこで本

研究では，内燃機関に使用される触媒の温度と浄化特性に

着目し，浄化効果の促進化について検討することを目的としています（図 3）．この図の実験

装置は，コンプレッサーからの圧縮空気を高圧タンクに貯めて，2 つの穴が設けられたロー

タリーディスクを回転させることで脈動流を発生させる装置です．内燃機関の排気系を模し

たもので，その脈動成分と温度の関係を明らかにすることを目的としています． 
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図 3 実験装置 
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【流体工学研究室】 

流体工学研究室では，超音速噴流に関する研究と衝撃波に関する研究の二つのテーマにつ

いて研究を行っています．超音速噴流はレー

ザー加工時におけるアシストガスなど工業

分野において用いられているものですが，噴

流の噴出には振動や比較的高周波の騒音が

発生し問題となっています．この研究では先

細ノズルから噴出する噴流のシミュレーシ

ョンや，その噴流を平板に衝突させるシミュ

レーション行い，様々な条件でどのような変

化があるかを研究しています．衝撃波は隕石

落下や航空機によって発生したものが構造

物の破壊を引き起こすことがあります．この研究では衝撃波を弾性体に衝突させ，弾性体内

に発生する応力波を可視化する実験およびそのシミュレーションを行い，衝撃波による応力

波の挙動がどのように変化しているかを研究しています．この図 4 が実験装置であり，圧力

差によって衝撃波を発生させ，左側にある弾性体に衝突させることによって応力波を発生さ

せる様子を光学的に可視化しています． 

 

【自動車工学研究室】 

本研究室は、一つの部分・要素を深く追求する一般的な「研究」のスタイルではなく，性能や

品質，コストなどを考えながら，全体の目的・目標から各部のあり方を決定し， 適化する「開

発」のスタイルを取っています．現在はレーシングカーの他に，Cansat と呼ばれる小型の模

擬惑星探査機を題材として開発を行っており，エンジニアにとって必要な技術的な知識，スキ

ルはもちろん，業務遂行に必要な思考や関連するノウハウを身に着け，社会で即戦力となる人

材育成を目的としています．本学が掲げる「実学尊重」と「技術は人なり」を実践し，机上

の理論だけではなく，企画・設計・製作・評価・改善といった一連の開発プロセスを仲間と共に

現物を相手に学んでいます． 

 

 

図 5 レーシングカーと開発メンバー 

(Formula SAE-Australasia 2014 にて) 

図 6 模擬惑星探査機 

(2013 ARLISS(A Rocket Launch for International Student Satellites)アメリカ大会にて) 

図 4 実験装置 
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【医用福祉工学研究室】 

医用福祉工学研究室では，主に「皮膚の老化度」，「色測定による皮膚の診断」，「車椅子用

クッションの蒸れ」，「車椅子の段差乗り上げ」，「DMD 患者用コントローラ」に関して研究

を行っています．特に皮膚の老化度の測定に関する研究おいては，三次元表面形状測定装置

（図 7）を用いて，皮膚の表面形状（図 8）を測ることにより加齢に伴う皮膚表面の形態的変

化と皮膚の老化度との関係についての基礎を確立することを目的とし，研究を進めています． 

 

図 7 三次元表面形状測定装置           図 8 皮膚表面の測定結果 

 

【バイオメカトロニクス研究室】 

本研究室では，電動義手を中心に義肢装具

等の四肢の運動・感覚機能の補填を目的とした

機器を，身体に快適に装着して日常生活で意の

ままに操作するための技術開発と機能代替・回

復支援を目的とした機器の評価計測技術，手で

道具を扱う巧緻性の計測技術の研究を進めて

います．生活支援や機能回復支援を目的として

生体信号計測と義肢装具を動作させる，機構の

設計やアクチュエータの電子制御について研

究しているので，リハビリテーション・ロボティクスとも呼ばれます．フランスの協定校か

らの研究生や留学生も多く，他分野・多文化な活動環境となっています．また研究は，エン

ジニアだけでなく義肢装具士や作業療法士など学内外の多くの医療福祉機関や研究機関等の

臨床家や研究者からご指導，ご協力をいただきながら研究を進めています．それゆえ，学術

的な環境の中で工学技術者としての振る舞いや，求められる知識やスキルを考え活動してい

ます．  

 

以上が東京電機大学理工学部電子・機械工学系機械システムコースの研究室紹介となります．

また来年度からは上記の研究室に加え新たな研究室が増える予定となっています． 後になりま

すが，今回本学の紹介をさせていただく機会を与えてくださった日本機械学会に感謝いたします． 

図 9 集合写真 
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関東学生会活動報告 

第 21 期学生会委員長 蓼沼 周（横浜国立大学）

 

関東学生会では今年度、新規の企画として「学生交流ツアー」

というものを行いました。この企画に当たっては、関東 8 ブロッ

クの各幹事校の代表学生達との 3 回に渡る幹事校会および担当先

生方の尽力により実現しました。白紙の状態からスタートし、参

加する学生にとって有意義なものにするために様々な意見交換が

なされました。「学生交流ツアー」は一泊二日の日程で昨年世界遺

産に登録された群馬県の富岡製糸場および富士重工業の工場見学

ならびに技術者による講演会で、産業遺産と 新の技術研究を学

ぶことのできるものとなりました。また一日目の夜には幹事校会

で発案された、厚紙で橋を作りその強度を競い合うという競技が

行われ学生間の交流が深まりました。 

また、会議では学生員増強についても話し合いました。私自身

をはじめ幹事校会に出席した幹事学生の多くは指導教員の案内で

学生員になっており、自主的に学会員になる学生は少ないのでは

ないのかという意見がありました。また、幹事校会に出席するま

では学生会が活動しているということを認知していなかったとい

うこともあり、会員校の学生員を対象に学生会の活動の宣伝の意

味も込めて学生員になったきっかけや学生員のメリット等を感じ

ているか等を問うアンケートを実施しました。結果を下図に示し

ます。 

図 アンケート結果 
 

アンケートを実施してわかったことは大多数の学生が指導教員

の薦めや学会発表をきっかけに学生員になっており、入会後多く

の学生が何らかのメリットを感じているということです。一方で

「分からない」という回答の割合も多く、その理由として「ど

のような活動が行われているかわからない」や「学生会の企画

に参加していないため」という回答が多くありました。また自

由記述欄では学生会企画への参加に意欲的な意見も多く寄せ

られました。このようなことから今後、学生会の企画の告知や

活動報告などをより学生の目の触れやすいようにして学生会

の活動を広く知ってもらえるよう改善していきたいと思いま

す。 
 

学生員の皆様へ 

関東支部学生会担当幹事

丸山真一(群馬大学)

荻原慎二(東京理科大学)

 

 蓼沼学生会委員長からの活動報告のように，委員長と８

ブロックの幹事の尽力のお陰で，今期は新規事業「学生交

流ツアー」やアンケート調査を実施するなど，関東学生会

の活動を活発に行うことができました．今後も「技術者・

研究者と学生との交流会」など，学生員のメリットになる

新規事業を企画するとともに，学生員あるいはこれから学

生員になってくれる学生諸君に活動を PR して行きたいと

考えております．学生員の皆様におかれましては，周囲の

学生さんに学生会活動の情報を広めて，仲間が増えるよう

ご協力頂ければ幸いです． 

また，学生員であるうちは分かりにくいのですが，大学・

大学院の卒業後，機械技術者として日本機械学会会員であ

ることは，実は大きなメリットがあります．学生員の OB/OG

で現在日本機械学会会員（正員）である人からは， 

(1)日本機械学会誌には，業務上参考になる技術情報が

載っている事が多い 

(2)講演会や研究会の情報が入り易く，またそこに参加

することで研究開発に活用できる人脈が構築できる

(3)業務で必要な技術情報に関する講習会などの情報が

得られ，参加できない場合でも会員であれば資料を

格安で購入できる 

などの声が寄せられています．卒業・修了を迎えられる

学生員の皆様，是非卒業後も日本機械学会の会員として，

ご活躍頂ければと思います． 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


